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第３４話 平安時代の学芸
が く げ い

美術
び じ ゅ つ

 

菅原道真
すがわらみちざね

の意見によって遣唐使が停
とど

められると、漢
かん

文学は 漸
ようや

く勢いを失い、 

国
こく

文学がこれに代わった。 平安時代は所謂
いわゆる

 和魂漢才
わこんかんさい

から更
さら

に一歩を進めて、 

日本固有
こ ゆ う

の優美
ゆ う び

な特色を発揮
は っ き

した時代です。  

殊
こと

に優
すぐ

れた女性の文
ぶん

学者
がくしゃ

の多く出たことでは、前
まえ

にも後
のち

にも例がない。 

 

漢
かん

文学の衰退
すいたい

 

平安時代の初めの頃の約百年間は、大いに漢
かん

文学
ぶんがく

が行われました。 勅 撰
ちょくせん

の歴史
れきし

書を始
はじ

め多くの書物
しょもつ

は大抵
たいてい

漢文
かんぶん

を用いて、大 宝 令
たいほうりょう

の定
さだ

めた大学
だいがく

及び
および

国学
こくがく

はいうまでもなくその他の諸氏
しょし

の私
し

学校
がっこう

でも、主と

して漢
かん

文学
ぶんがく

を教
おし

えたものでした。 しかし、宇多
う だ

天皇の御代に、菅原道真
すがわらみちざね

の意見
いけん

によって遣唐使
けんとうし

が停
とど

めら

れ、中国との交通
こうつう

が絶
た

えると共
とも

に、漢
かん

文学は 漸
ようや

く 衰
おとろ

えだして国
こく

文学が大いに興
おこ

って来ました。 

和魂漢才
わこんかんさい

 

一にも二にも漢
かん

文学が重
おも

んぜられた時には、物の見方や考え方なども自然
しぜん

と中 国
ちゅうごく

風
ふう

になりがちでし

たが、わが国と中国とでは、国の成り立ちから国体
こくたい

は勿論
もちろん

、いろいろの事情
じじょう

がちがっていますから、何も

かも中国風にするという訳
わけ

にはいきません。  

そこで、和魂漢才
わこんかんさい

といって、精神
せいしん

はどこまでも日本固有
こゆう

のものを 失
うしな

わずに、中国から伝えて来た学問

を活かして用いるようにしなければいけないという事が唱
とな

えられたのです。 遣唐使が停
とど

められて、長い

あいだ受
う

けていた中国の影 響
えいきょう

から全く脱
だっ

するようになると、それが更
さら

に一歩を進
すす

めて、日本には日本の風
ふう

があるという事をはっきりと知るようになって、ついに文学にも純 粋
じゅんすい

の国
こく

文学が大いに興
おこ

って来たので

す。 それにはまた、平仮名
ひ ら が な

や片仮名
か た か な

が 考
かんが

え出
だ

されて、国語
こくご

を記すのに 頗
すこぶ

る便利
べんり

となったということも

ありました。 

平
ひら

仮名と片
かた

仮名 

一体、わが国には、もとは文字
も じ

がなかったので、奈良時代に文学
ぶんがく

が大いに発達
はったつ

したときでも、これを記
しる

すのに漢字
かんじ

の音
おん

を仮
か

りたことは、前に奈良時代の文化
ぶんか

を述
の

べた時に、『古事記
こ じ き

』や『万 葉 集
まんようしゅう

』の例
れい

を挙
あ

げ

て示
しめ

した通
とお

りですが、漢字は字画
じかく

が多くて、ただ一音
おん

の代わりとして書
か

くのには、手がかかりすぎて不便
ふべん

な

為
ため

に、いつからともなく片
かた

仮名や平
ひら

仮名が 考
かんが

え出
だ

されたのです。  

片仮名は漢字の偏
へん

や 旁
つくり

や画
かく

などを取
と

って簡
かん

単
たん

にしたもので、初めは漢字の代わりに符号
ふごう

として用
もち

い

たのでありましたが、後
のち

にはそれが独立
どくりつ

して一字
じ

となったのであります。 今、以下に片
カタ

仮名と其
そ

の基
もと

に

なった漢字を並
なら

べて挙
あ

げて見ますと、 
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 阿 伊 宇 江 於    ア イ ウ エ オ 

 加 幾 久 気 己    カ キ ク ケ コ 

 散 之 須 世 曾    サ シ ス セ ソ 

 多 千 門 天 止    タ チ ツ テ ト 

 奈 二 奴 禰 乃    ナ ニ ヌ ネ ノ 

 八 比 不 辺 保    ハ ヒ フ ヘ ホ 

 末 三 牟 妙 毛    マ ミ ム メ モ 

 也 伊 遊 江 興    ヤ イ ユ エ ヨ 

 良 利 流 礼 呂    ラ リ ル レ ロ 

 和 井 宇 回 乎    ワ ヰ ウ エ ヲ 

となります。 世にこれを吉備真備
きびのまきび

の作であると伝えていますが、其の点はまだはっきりと分かっていま

せん。 けれども、これを五十音図
づ

に並
なら

べたのは真備
まきび

であるかも知れません。 彼は唐に留 学
りゅうがく

した時に、

音韻
おんいん

の学を研 究
けんきゅう

して来た人だからです。 

  又、平
ひら

仮名は漢字
かんじ

を早
はや

く書くためにくづして（ 即
すなわ

ち草体
そうたい

にして）いるうちに、だんだんと変化
へんか

して簡単
かんたん

になったもので、これを漢字と並
なら

べて記
しる

して見ますと、 

   以 呂 波 仁 保 辺 止     い ろ は に ほ へ と 

   知 利 奴 留 遠         ち り ぬ る を 

   和 加 與 太 礼 曾       わ か よ た れ そ 

   門 禰 奈 良 武         つ ね な ら む 

   宇 為 乃 於 久 也 末     う ゐ の お く や ま 

   計 不 己 江 天         け ふ こ え て 

   安 左 幾 由 女 美 之     あ さ き ゆ め み し 

   恵 比 毛 世 寸         ゑ ひ も せ す 

となります。 此の平
ひら

仮名は弘法大師
こうぼうだいし

の作であるといわれていますが、これも明らかではありません。 た

だ、いろは歌にしたのは大師であったでしょう。 この事は既
すで

に前に述べました。 

国
こく

文学の発達 

  これらの仮名
か な

が発明されると、国語
こくご

を書くのに非常に楽
らく

で都合
つごう

がよかったので、従
したが

って国
こく

文学の進歩
しんぽ

をも大
おお

いに 促
うなが

すことになりました。 しかし、なお初
はじ

めの 間
あいだ

は、男子
だんし

は漢
かん

文を書くのが普通
ふつう

で、仮名を

用いる国
こく

文は主として女子
じょし

の書くものとされていたようです。  

朱雀
すざく

天皇の御代に、紀
きの 

貫之
つらゆき

が土佐守
とさのかみ

の任
にん

が果
は

てて京都に帰
かえ

る途中
とちゅう

の事を書いた『土佐
と さ

日記』を国文で

書くのに、わざわざ巻頭
かんとう

に「 男
おとこ

もすなる日記というものを 女
おんな

もして見んとてするなり」と断って、女子

が書いたような 形
かたち

にしたなども、一つはそれがためであったろうと思われます。 ここに「男もすなる日
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記」とあるのは、「男も漢文で書く日記」という意味
い み

なのであります。 

六歌仙
ろっかせん

 

  さて、和歌は奈良時代の末に一旦
いったん

衰
 おとろ

えかけましたが、平安時代になってから次第
しだい

にまた盛
さか

んとなり、

清和
せいわ

天皇の御代の頃には、世
よ

に六歌仙
ろっかせん

と 称
しょう

せられる在 原
ありはらの 

業平
なりひら

、小野
おのの 

小町
こまち

、僧 正
そうじょう

遍
へん

昭
じょう

、文屋
ぶんやの 

康
やす

秀
ひで

、喜撰
きせん

法師
ほうし

、大 友
おおともの 

黒
くろ

主
ぬし

などが出ました。 中
なか

でも業平
なりひら

と小町
こまち

は 最
もっと

も優
すぐ

れていました。  

業平
なりひら

に就
つ

いては前
まえ

に惟
これ

喬
たか

親王の事を述
の

べた時
とき

にもちょっと書いておきましたが、其の文が簡素
かんそ

で有名
ゆうめい

な『伊勢
い せ

物語』は彼の著
ちょ

でもあるといわれているほどで、文も歌も非常
ひじょう

にすぐれています。  

或
あ

る年、彼は二三人の友と共に東国
とうごく

の方へ下
くだ

った時に、三河
みかわ

の八橋
やつはし

（愛知県）という処に着きました。 

水
みづ

がいくつにも流
なが

れ別
わか

れて、木の橋を八つ渡
わた

してある 処
ところ

なのですが、其の沢
さわ

のほとりの木陰
こかげ

で馬
うま

から下
お

り

て、弁当
べんとう

に持って来た 糒
ほしい

を食
た

べながら、見ると、其の沢に燕子花
かきつばた

が 美
うつく

しく咲
さ

いています。 友
とも

の一人に、

かきつばた という五文字を句
く

の上
うえ

に据
す

えて、旅
たび

の 心
こころ

を詠
よ

んで御覧
ごらん

なさいといわれて、業平
なりひら

は、 

      唐
から

衣
ころも

 きつつ馴
な

れにし つまあれば    はるばるきぬる 旅
たび

をしぞ思
おも

う 

という歌を詠
よ

みました。 共
とも

に住
す

み馴
な

れた妻
つま

が 都
みやこ

にいるものだから、はるばると遠
とお

く来た旅
たび

は実
じつ

に物憂
ものう

く

悲
かな

しいという意味
い み

で、皆
みな

身
み

につまされて 涙
なみだ

を落
お

としたということですが、即座
そくざ

に五文字をわけて、句
く

の上

に据
す

えて、立派
りっぱ

な歌を詠んだところが彼の才
さい

のすぐれたところであります。  

なお旅をつづけて行って、武蔵
むさし

 （東京都）の隅
すみ

田
だ

川のほとりに着きました。 悠々
ゆうゆう

と水の流れている

姿
すがた

を見るにつけても、はるばると遠
とお

く来たものだという気
き

がして、誰
だれ

も彼
かれ

も都の事や道 中
どうちゅう

の悲
かな

しく淋
さび

し

かった事などを話
はな

し合
あ

っていますと、渡 守
わたしもり

が、「早く船
ふね

に乗
の

って下さい。日が暮
く

れますから」というので、

乗って渡
わた

ろうとする折
おり

しも、白い鳥の 嘴
くちばし

と足
あし

とが赤
あか

く、鴫
しぎ

くらいの大きさなのが水の上に遊びながら魚

を捕
と

って食
た

べています。  都
みやこ

でも見たこともない鳥なので、何という鳥かと渡守に尋
たづ

ねると、「 都
みやこ

鳥
どり

で

す」と答
こた

えたのを聞
き

いて、業平は、 

      名
な

にしおわば いざこと問わん 都
みやこ

鳥
どり

    わが思
おも

う人
ひと

は ありやなしや 

と詠
よ

みました。 都という名にしている鳥ならば、定
さだ

めて都の事を知
し

っていようから聞いて見るぞ、私
わたし

が

懐
なつ

かしく思う人は無事
ぶ じ

でいるかどうかと、という意味
い み

です。 これを聞くと、船の中の者は皆泣
な

いたとい

う事です。 

  百 人
ひゃくにん 

一首
いっしゅ

の中には平安時代の歌が殊
こと

に多く入っていますが、業平の歌は、 

      千早
ちはや

振
ふ

る 神代
かみよ

もきかず 龍田
たつた

川    からくれないに 水
みづ

くくるとは 

というのがあります。 

業平が容貌
ようぼう

の立派
りっぱ

な美
び

男子
なんし

であったのに対して、小町
こまち

は美
び

婦人
ふじん

として殊
こと

に聞こえています。 百 人
ひゃくにん 

一首
いっしゅ

の中には、 

      花
はな

の色
いろ

は うつりにけりな いたづらに    わが身
み

世
よ

にふる ながめせしまに 
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というのが入っています。 

勅 撰
ちょくせん

和歌集の始 

  ついで醍醐
だいご

天皇の御代
み よ

になりますと、所謂
いわゆる 

延喜
えんぎ

の聖代
せいだい

で、都は泰平
たいへい

に治
おさ

まっていましたから、文化も

大いに開
ひら

けたが、この御代に、紀
きの

貫之
つらゆき

、紀
きの

友則
とものり

、 凡
おうし

河内
こうちの

躬
み

恒
つね

、壬生
みぶの

忠岑
ただみね

らに仰
おお

せられて、『万 葉 集
まんようしゅう

』

に漏
も

れた古歌
こ か

を始め、其の御代までの和歌の中からすぐれたものを選
えら

んで集
あつ

めさせられた。  

貫之らは延喜
えんぎ

五年四月にそれを 奉
たてまつ

りました。 『古今和
こ き ん わ

歌集
かしゅう

』がそれで、実に勅 撰
ちょくせん

和歌集の始
はじ

め

であります。 これを見ても、其のころ、いかに和歌が盛んであったかが分かります。 勅撰集は、其の

後、室町
むろまち

時代の頃まですべて二十一回ほどありましたから、総 称
そうしょう

して二十一代集と呼んでいますが、『古

今和歌集』は其の最初
さいしょ

の勅撰集として、其の体裁
ていさい

や何かが後の世の模範
もはん

となりました。  

また、この集に添えた貫之の序
じょ

は、和歌の成り立ちから、其の種類
しゅるい

や作者
さくしゃ

の事や何かを書きつらねた

ものですが、これも国
こく

文の模範
もはん

として大いに世に聞こえています。 彼の歌はこの集の中にも百首近くも

入っていますが、百 人
ひゃくにん 

一首
いっしゅ

には、 

    人
ひと

はいさ 心
こころ

も知
し

らず ふるさとは    花
はな

ぞむかしの 香
か

ににほひける 

というのが入っている。  

なお序
つい

でに、先
さき

に挙
あ

げた業平
なりひら

と小町
こまち

との外
ほか

の六歌仙
ろっかせん

の人々や、貫之
つらゆき

の外の撰者
せんじゃ

の人々の歌を一首
しゅ

づつ

次
つぎ

に挙
あ

げておきましょう。  

    はちす葉
ば

の 濁
にご

りに染
し

まぬ 心
こころ

もて  なにかはつゆを 玉
たま

とあざむく        僧 正
そうじょう

遍
へん

昭
じょう

 

    吹
ふ

くからに 秋
あき

の草木
くさき

の しほるれば  うべ山風
やまかぜ

を あらしといふらん        文屋
ぶんやの 

康
やす

秀
ひで

 

                                  （一書には むべ） 

       わが庵
いお

は 都
みやこ

のたつみ しかぞすむ    世
よ

をうぢ山
やま

と 人
ひと

はいふなり         喜撰
きせん

法師
ほうし

 

      かゞみ山
やま

 いざ立
た

ち寄
よ

りて 見
み

て行
ゆ

かん 年
とし

経
へ

ぬる身
み

は 老
お

いやしぬると       大 友
おおともの 

黒
くろ

主
ぬし

 

        久方
ひさかた

の ひかりのどけき 春
はる

の日
ひ

に   しづごころなく 花
はな

の散
ち

るらん        紀
きの

友則
とものり

 

        春
はる

の夜
よ

の やみはあやなし 梅
うめ

のはな  いろこそ見
み

えね 香
か

やはかくるゝ     凡
おうし 

河内
こうち

躬恒
みつね

 

        有明
ありあけ

の つれなく見
み

えし 別
わか

れより     あかつきばかり うきものはなし      壬生
みぶの

忠岑
ただみね

 

散文
さんぶん

の発達 

こうして和歌
わ か

が盛んになると共に、国
こく

文学は散文
さんぶん

の方面
ほうめん

にも発達
はったつ

して、『竹取
たけとり

物語』や『伊勢
い せ

物語』

は早く既
すで

に延喜
えんぎ

の頃
ころ

より以前
いぜん

にできていましたが、朱雀
すざく

天皇の御代に、貫之の『土佐
と さ

日記』が最初の紀行
きこう

文
ぶん

として現
あら

われてからは、いよいよ盛ん
さかん

に仮名
か な

文が行われた。  

殊
こと

に一 條
いちじょう

天皇の御代には、すぐれた女の文
ぶん

学者
がくしゃ

が一時
じ

に輩 出
はいしゅつ

して、物語とか、随筆
ずいひつ

とか日記だの
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に立派
りっぱ

な多くの作品
さくひん

を遺
のこ

しました。 これは藤原氏の人々が 争
あらそ

って自分の娘を 宮 中
きゅうちゅう

に入れて、その侍女
じじょ

に文学
ぶんがく

にすぐれた女子を撰
えら

ぶことを競
きそ

ったからで、たしかにこの時代の一つの特 徴
とくちょう

です。 中でも最も

すぐれて名高
なだか

いのは紫 式 部
むらさきしきぶ

と清
せい

少納言
しょうなごん

であります。 

紫
むらさき

式部 

  紫 式 部
むらさきしきぶ

は式 部 丞
しきぶのじょう

藤原為
ため

時
とき

の娘です。 幼
おさな

い時から学問
がくもん

が好
す

きで、物
もの

おぼえがよく、人が本を読
よ

む

のを聞
き

いて皆
みな 

諳
そらん

んじたといわれています。 嘗
かつ

て兄
あに

が『史記
し き

』を読んで、時々忘
わす

れたところがあると、

そばから教
おし

えたほどであったといいます。 それで、父の為時はよく 頭
あたま

を撫
な

でて、「お前が男に生
う

まれた

らよかったのに」と言い言いしたということです。  

後、右衛門佐
うえもんのすけ

藤原宣孝
のぶたか

に嫁
か

しましたが、不幸
ふこう

にして早く 夫
おっと

に死
し

に別
わか

れたので、其の後
のち

は、子らの成 長
せいちょう

を楽
たの

しみにしながら、つつましい生活
せいかつ

を送っていましたが、その才学
さいがく

の聞
き

こえが高く、ついに一 條
いちじょう

天皇

の中 宮
ちゅうぐう 

上東門院
じょうとうもんいん

に召
め

されてその侍女
じじょ

となりました。  

源氏
げんじ

物語 

その著『源氏
げんじ

物語』は五十四 帖
じょう

からなる大部
たいぶ

の物
もの

で、学問
がくもん

も深
ふか

く、諸芸
しょげい

にも通
つう

じ、容貌
ようぼう

も 姿
すがた

も 美
うつく

しく立派な源氏
げんじ

の君
きみ

という皇子
おうじ

を中 心
ちゅうしん

として、其の頃の宮 廷
きゅうてい

の生活
せいかつ

を描
えが

いた小 説
しょうせつ

ですが、文 章
ぶんしょう

もう

るわしく、構想
こうそう

も 巧
たくみ

なので、古来
こらい

、不朽
ふきゅう

の傑作
けっさく

といわれています。  

紫 式 部
むらさきしきぶ

という名は、父の官名を姓
せい

にかけて藤
ふじ

式部といっていたのを、その花の色
いろ

に因
ちな

んだ 紫
むらさき

式部

と 改
あらた

めたともいい、また、『源氏物語』の中の 紫
むらさき

の上
うえ

という女の人の事を 最
もっと

もよく描
えが

いたので、人が

そう呼んだのを其のまま自分でも名告
な の

るようになったともいわれています。 実名
じつめい

はわかっていません。 

紫式部にはまた日 常
にちじょう

の生活を書いた『紫式部日記』というのもあります。 また、和歌の道にも通
つう

じ

ていました。 百人一首には、 

    めぐりあひて 見
み

しやそれとも わかぬまに   雲
くも

がくれにし 夜半
よ は

の月
つき

かな 

というのが入っています。 

清
せい

少納言 

  紫式部と共にその才学
さいがく

の世
よ

に聞
き

こえているのは清少納言
せいしょうなごん

です。 肥後守
ひごのかみ 

清原
きよはら

元輔
 もとすけ

の娘でありますが、

やはり実名
じつめい

はわかっていません。 一 條
いちじょう

天皇の皇后
こうごう

に仕
つか

えて少納言
しょうなごん

と 称
しょう

したので、それに清原の清を冠
かん

して清少納言といったのです。  祖父
そ ふ

の深養父
ふ か や ぶ

は、『古今
こきん

和歌集』の中の作者であり、父は『後撰
ごせん

和歌集』

の撰者
せんじゃ

であったのですから、その血統
けっとう

は文学の才に富
と

んでいたのでしょう。  

ある雪の日に、皇后は御前
まえ

にまいっていた女 房
にょうぼう

たちに向
む

かわせて、「香炉
こうろ

峰
ほう

の雪
ゆき

はいかに」と仰
おお

せら

れると、清少納言は直
す

ぐに起
た

って御前
まえ

の御簾
み す

を捲
ま

き上
あ

げました。 それがいかにもすばやく、響
ひび

きの声
こえ

に応
おう

ずるが如
ごと

くでありましたから、皇后は殊
こと

の外
ほか

にご感心
かんしん

なされて、ご機嫌
きげん

がうるわしかったということであ

ります。 

これは、中国の有名な詩人
し じ ん

の白
はく

楽天
らくてん

の詩の中に、「遺愛寺
い あ い じ

の鐘
かね

は 枕
まくら

を 欹
そばだ

てて聴
き

き、香炉
こうろ

峰
ほう

の雪は 簾
すだれ
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を撥
かか

げて看
み

る」という句
く

があるので、皇后はそれを仰
おお

せられたのでした。 そのころは白
はく

楽天
らくてん

の詩なら誰
だれ

も彼
かれ

も 殆
ほとん

ど知らぬ者などないくらいに愛 誦
あいしょう

されていたのですが、不意
ふ い

の事でありましたから、他の者は

咄嗟
とっさ

に思いつかなかった中で、独
ひと

り清少納言が機
き

転
てん

を利
き

かせたのであります。  

清少納言は才学に秀
ひい

でた上に、男
おとこ

まさりの性質
せいしつ

でしたから、よく男子
だんし

などとも議論
ぎろん

をして相手
あいて

をへこ

ましたということです。 

枕
まくらの

草
そう

紙
し

 

その 著
あらわ

した『枕 草 紙
まくらのそうし

』は、そのころの貴族の生活や、人 情
にんじょう

、風俗
ふうぞく

などに就
つ

いて、見
み

たり聞
き

いたり感
かん

じたり 考
かんが

えたりしたことをそのままに書きつけた随 筆 集
ずいひつしゅう

ですが、その 鋭
するど

い観察
かんさつ

ときびきびした文 章
ぶんしょう

とが、いかにも男まさりの作者
さくしゃ

の人柄
ひとがら

を見るようだと聞こえています。 清少納言もまた和歌の道に 長
ちょう

じ

ていました。 百人一首には、 

   夜
よ

をこめて 鳥
とり

のそらねは はかるとも   世
よ

にあふさかの 関
せき

はゆるさじ 

というのが入っています。 

その他の女 流
じょりゅう

文学者 

  此の二人の外に、右大将道
みち

綱
つな

の母は『蜻蛉
かげろう

日記』を著
あら

わし、平兼
かね

盛
もり

の 娘
むすめ

で大江
おおえの 

匡衡
まさひら

の妻
つま

となった赤
あか

染
ぞめ

衛門
えもん

は『栄華
えいが

物語』の著者
ちょしゃ

といわれ、紫式部の娘の大
だい

弐
にの 

三位
さんみ

は『狭衣
さごろも

物語』を作ったと伝
つた

えられてい

ます。 越 前
えちぜんの

守
かみ

大江
おおえ

雅致
まさむね

の娘の和泉
いづみ 

式部
しきぶ

は最も和歌に秀
ひい

でていましたが、『和泉式部
いづみしきぶ

日記』という小 説
しょうせつ

風

な物をも作っています。  

この他、祭主
さいしゅ

大 中 臣
おおなかとみの 

輔親
すけちか

の娘の伊勢大輔
いせのたいふ

を始め、和泉式部の娘の小式部
こしきぶの 

内侍
ないし

、赤
あか

染
ぞめ

衛門
えもん

の娘の

江 侍 従
こうのじじゅう

、大
だい

弐
にの 

三位
さんみ

の妹の弁
べん

の 局
つぼね

、中 務 卿
なかつかさきょう 

敦慶
あつよし

親王の娘の中務
なかつかさ

、 源
みなもとの 

頼光
よりみつ

の娘の相模
さがみ

、参議
さんぎ

藤原広業
ひろなり

の娘の新 宰 相
しんさいしょう

、左 京
さきょうの

大夫
だいふ

藤原道
みち

雅
まさ

の娘の 中 将
ちゅうじょう

という風に、女子で文や歌に巧
たく

みな者は実に数え切
き

れ

ないほどいました。 

   やすらはで ねなましものを 小夜
さ よ

ふけて  かたぶくまでの 月
つき

を見
み

しかな     赤
あか

染
ぞめ

衛門
えもん

 

      暗
くら

きより 暗
くら

きみちにぞ 入
い

りぬべき    はるかに照
て

らせ 山
やま

のはの月
つき

      和泉
いづみ 

式部
しきぶ

 

      いにしへの 奈良
な ら

のみやこの 八重
や へ

桜
ざくら

    けふ九重
こゝのへ

に にほひぬるかな     伊勢大輔
いせのたいふ

 

   大江山
おおえやま

 いく野
の

のみちの 遠
とお

ければ          まだふみも見
み

ず天
あま

の橋立
はしだて

        小式部
こしきぶの 

内侍
ないし

 

女子すら既に上の如
ごと

くでありますので、男子の文学に秀
ひい

でた者は更
さら

に一層
いっそう

多かったことでしょうが、

中でも藤原行
ゆき

成
なり

、藤原公任
きんとう

、藤原齋信
ただのぶ

、 源
みなもとの 

俊賢
としかた

、の四人が 最
もっと

も著名
ちょめい

で、四
よん

納言
なごん

と言われました。 

三船
さんせん

の才
さい

 

或る年の秋
あき

、道長が大堰
おおい

川に船
ふね

を浮
う

かべて、大勢
たいせい

の公
く

卿
ぎょう

らと共に嵐 山
あらしやま

の紅葉
もみぢ

を 賞
しょう

した時に、船を
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詩の船、歌の船、管弦の船と三つに分けて、漢詩
かんし

を作る人は詩
し

の船に、和歌
わ か

を詠
よ

む人は歌
うた

の船に、音楽
おんがく

の上手
じょうず

な人は管弦
かんげん

の船にと、それぞれ其の道の達人
たつじん

を乗
の

せた事がありました。  

その時、公任
きんとう

はおくれて来
き

たので、道長が、「あなたは何
なん

でも出来
で き

る人だが、どの船に乗る？」と尋
たづ

ね

ると、「どれでもよろしい」と答えたのです。 世人
せじん

は三船
さんせん

の才
さい

であるといって賞 賛
しょうさん

したということです。  

公任
きんとう

は歌の船に乗って、 

     朝
あさ

まだき 嵐
あらし

の山
やま

の さむければ   もみぢのにしき 着
き

ぬ人
ひと

ぞなき 

と詠
よ

んだので、皆感心
かんしん

したといいます。 

  美術
びじゅつ

や工芸
こうげい

もまた 漸
ようや

く中国の文化
ぶんか

の模倣
もほう

から離
はな

れて、わが国の固有
こゆう

の特 色
とくしょく

を出
だ

しはじめました。 

三蹟
さんせき

 

書
しょ

は小野
おのの 

道風
みちかぜ

、藤原
ふじわら

行
ゆき

成
なり

、藤原
ふじわら

佐理
すけまさ

を三蹟
さんせき

と称して、その頃の書道
しょどう

の名人
めいじん

と誉
ほ

め称
たた

えましたが、こ

れを嵯峨
さ が

天皇の御代の三筆
さんぴつ

と比べると、書体
しょたい

が全く日本化して優美
ゆうび

になっています。 絵画
かいが

も次第
しだい

に 純
じゅん

日

本式となって、後
のち

には優麗
ゆうれい

な倭絵
やまとえ

となりました。  

また、寺院
じいん

や大きな邸宅
ていたく

なども、藤原氏の栄華
えいが

につれて頻
しき

りに建築
けんちく

されましたが、それらの上にも、

これまでとは違
ちが

った趣味
しゅみ

が取
と

り入
い

れられて、大いに日本的特 徴
とくちょう

が現
あら

われました。 

    
                    貴 族 の 邸 宅 

貴族の邸宅
ていたく

 

其
そ

のころの貴族
きぞく

の邸宅
ていたく

は寝殿
しんでん

造
 づく

りといいまして、北方
ほっぽう

に南面
なんめん

して正殿
せいでん

があり、これを寝殿
しんでん

といいま

した。 主人の起臥
きごう

するところです。 その北と東と西とに対屋
たいや

があります。 家族
かぞく

の住
す

むところです。  
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東西
とうざい

の対屋
たいや

より南方
なんぽう

に廊
ろう

を出
い

だし、その盡
つ

きるところに東には 泉
いづみ

殿
どの

、西には釣
つり

殿
どの

の設
もう

けがあります。 

釣
つり

殿
どの

と 泉
いづみ

殿
どの

とは池
いけ

に臨
のぞ

んでいます。 池には島
しま

、泉
いづみ

殿
どの

の先
さき

には築山
つきやま

があります。 泉
いづみ

殿
どの

から東の対
たい

、

寝殿、西の対
たい

、釣
つり

殿
どの

と、ぐるっと包
つつ

んだところを中庭
なかにわ

といい、そこから池、築山
つきやま

のあたりにかけて松
まつ

や 柳
やなぎ

や 桜
さくら

を植
う

えて風情
ふぜい

を添
そ

えています。 全体
ぜんたい

に殿舎
でんしゃ

の構
かま

えの 美
うつく

しく、庭園
ていえん

の造
つく

りの麗
うるわ

しかったことはい

うまでもありません。  

寺院
じいん

の建築
けんちく

 

  寺院
じいん

の建築
けんちく

では、道長の法
ほう

成
じょう

寺が群
ぐん

を抜
ぬ

いてその結構
けっこう

に善美
ぜんび

をつくしたのですが、建てた後
のち

僅
わづ

かに

三十八年で火災
か さ い

に罹
かか

って、今は跡方
あとかた

もなくなっています。 そのころの言
い

い伝
つた

えに依
よ

ると、殿堂
でんどう

の内部
ないぶ

の

組物
くみもの

や 梁
うつばり

などには紫檀
したん

などの名木
めいぼく

を用
もち

い、蒔絵
まきえ

や螺鈿
らでん

の装 飾
そうしょく

を 施
ほどこ

したり、宝 玉
ほうぎょく

を 鏤
ちりば

めたりして、

中央の仏壇
ぶつだん

には一代の名工
めいこう

といわれた 定 朝
じょうちょう

の手に成
な

った仏像
ぶつぞう

を安置
あんち

したということです。  

後
のち

に道長の子の頼
より

道
みち

が宇治
う ぢ

に建
た

てた平 等 院
びょうどういん

は、その一部の鳳凰堂
ほうおうどう

が今も残っていまして、恐
おそ

らく

美術的
びじゅつてき

な木造
もくぞう

建築
けんちく

では世界一であろうとまでいわれていますが、その当時
とうじ

の人々は、法
ほう

成
じょう

寺
てら

の立派
りっぱ

なの

は口
くち

を極
きわ

めて讃
ほ

めたたえましたが、平 等 院
びょうどういん

に就
つ

いては 殆
ほとん

ど一語
ひとこと

もいっていないところを見
み

ますと、いか

に法
ほう

成
じょう

寺
てら

が華麗
かれい

で壮
そう

大
だい

で人の目
め

を 驚
おどろ

かしたかが分
わ

かります。  

平等院はもと頼
より

道
みち

の別荘
べっそう

でしたのを寺としたので、鳳凰堂
ほうおうどう

はその仏殿
ぶつでん

です。 全体の 形
かたち

は、ちょう

ど鳥
とり

が両 翼
りょうよく

を張
は

って尾
お

を引
ひ

いたように、本堂
ほんどう

と翼廊
よくろう

と尾廊
びろう

とから出来ています。 本堂は一段高い石段
いしだん

の

上にたち、屋根
や ね

は二重で、其の上の棟
むね

の両 端
りょうはし

に立てた金銅
こんどう

造
 づく

りの鳳凰
ほうおう

が風
かぜ

のまにまに舞
ま

うしかけになっ

ています。 堂の内部の装 飾
そうしょく

や壁画
へきが

や何
なに

かと共
とも

に、その当時
とうじ

の進歩
しんぽ

した芸 術
げいじゅつ

を 窺
うかが

うに十 分
じゅうぶん

なもので

あります。                       

     

         宇治           平
びょう

等
ど う

院
い ん

 鳳
ほ う

凰
おう

                                                                      

    

( 第 34 話 平安
へいあん

時代の学芸美術  終わり、  第一巻 全話終了。 一旦前頁に戻りください。)                                          


